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」スタ分頸表宗家追加しました。   

卜窮②類産葉副  

この説明書は本剤とともに保管し、  
服矧こ際しては必すお読みぐださい。  

総合感冒薫かぜねつ錠   

△使用上の注意  

資して凪、けないこと   
ぐ守6ないと頂在の症寸犬が悪化したり、層別作用・事故カモま畠こり阿〈完   
1，毒矢の人は賑弔しないで＜だ。きいむ   
（1巨本周」に素るアレルギ⊥症司犬を起こしたことがあ■野／＼上  
し2〉本剤又l享他の和ぜ凄1解熱襲痛薬を耳医用して‾ピんそ＜  
を走星こしたことが奉る人c   

2．槻を服用している間【ま、次のいすれ頑医薬品も月田弔し  
ないで＜ださい。  
他のかぜ薬、解熱鎮痛一葉こ 鎮静薬1薦咳去鱒薬、抗ヒス  
タミン育Jを鮪する内耳医薬（鼻j先帝内撰、葉物酔い薬、  

＿＿＿＿」⊥二．・L二＝圭＝月日■⊥＿＿▼＿＿＿＿＿＿   

乱服用後、乗物又は機】戒顆の運輸葉作をしないでくださいっ  
（巨琵気か杏、らわれることが萄ります）   

4．服用時は飲亨酉しないでください。   
5．長期連用しないでください。  

禦忘羞  
．次の人は服用音 別こ1酎訂又は蒸副師に相談してください。  
（1）医師又「ま歯科医師の滝療を受けている人b  
（2）紆希又は憂巨娠していると思われる人。  
（3）穫芋L中の人。  
（4）水痘（水ぽうそう）もしくはインこりレ工ンサにかかっ  
ている又はその至轟いの禿るノ」＼児（7歳ユ以上15歳末〉蒸）。  

（5）高齢者。  
（6）本人文は家族がアレルギー休業の人。  
（7）薬によリアレルニ宇一症斗犬を走塁こしたことがある人。  
拾）次の症状の奉る人9高熱、］非屍現象  
（副次i窄診t折を牽けた人。甲状樹幾肯那軍需、旛属病、心月蔵   
病、高血j≡、肝臓病、昏臆病、胃・十二手旨腸議席、線内懐  

ミ賽表面も必すお読みください。   



ニ草替の赫酪蕗って  

L二 F；：l▼  逓    竃犬  辰  発疹，発赤、力、ゆみ  テ肖＝ イヒ 農旨  悪，上ゝ一幅置ヒ、食欲禰辰  御中手中脛系  めましヽ  そ の イ也  房冨尿陸地   
1薫れに下記の重篤な症状が起こることがあります。  
そ¢場合は直ちに医師の勒棄を吾けてくたさい。   
症蜘名称   ！症  状   

月恒亨弔酎ぐにじんましんこ 浮麺 モノヨツタ  
ナフィラキミノ「）  

干＼良書し′さ睾力くあら寸つれ、る。   
皮隋半占贋且罠症候召草  高熱菅伴づて、軍・軒、火傷   
ステイプンス・ジョンソン症憫劉  様の7医這ごく才t等の激ししヽ痙1実力ヾ 
中毒性泰虚二徳育E産  彗身ゐ虞ふ、［コ1う百の葎古威に1あら   
（ライニニル症候讃羊）  苛つ才1る○   
方干横琶巨障害  全身のだるさ、矩（茂1S、‾p∈∃巨∃   カヾ麦色く懲 

一恵二）等カヾあら才つれ、るむ  

票湯気空露農畜象し遊芸讐  
ら寸⊃訂しる。（これらくD僅」犬は＼カナせ  闇督ー巨生月市袈  
u、芸廿妄き、業軒」等♂⊃董1犬かう覇イヒ  
し7己場合G＝もへ服f胃昔中」上＝す毒。＝  
と：もに、医師の苦蜜操を受けるこことq）   

七ど ん そ＝ ＜   

（2）5へ■6［司月医用しても症斗犬かよくならない場合  
3・   

娠  師又は斬新に相執してください。  
厚秘、口のかわき  

保管及び取扱い上の注意   
tl）直射日光の当たらないう覇気の少石こい7責しい所に保管して  
くたさいる   

（2）小児の手の届カ＼ない所に保管して＜ださい⊂柱   
（3）他の容番に入れ替えないてこくたきい。（誤用の原圏になっ  
たり晶賓か変化しますつ   

（4）1包を分割した残L」を焉師する場合には、別口を折り    返して保管し、2日以内に服用してくたさい 
。   

（5）表示の期限を過ぎたものは服用しないでください。  
畢効能・効果ど拝枯・月号二■引ま夕≠纂をこき妄＜だざし＼ 
○ 涼きノ」＼児fこ月昆用さ廿る場合にlま、保護者の手旨導監   
督のもと（＝月間させてく7≡さし＼0  

‥－ノ ー■  ・ ○＿‾－ご －   
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